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1 さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、殺そうと意気込んで、大祭司のところへ行
き、  

2ダマスコの諸会堂あての手紙を求めた。それは、この道に従う者を見つけ出したら、 

男女を問わず縛り上げ、エルサレムに連行するためであった。  

3 ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らし
た。  

4サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞
いた。  

5「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイ
エスである。  

6起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。」  

7同行していた人たちは、声は聞こえても、だれの姿も見えないので、ものも言えず立ってい
た。  

8サウロは地面から起き上がって、目を開けたが、何も見えなかった。人々は彼の手を引い
てダマスコに連れて行った。  

9サウロは三日間、目が見えず、食べも飲みもしなかった。 

10 ところで、ダマスコにアナニアという弟子がいた。幻の中で主が、「アナニア」と呼びかける
と、 

アナニアは、「主よ、ここにおります」と言った。  

11すると、主は言われた。「立って、『直線通り』と呼ばれる通りへ行き、ユダの家にいるサウ
ロという名の、 

タルソス出身の者を訪ねよ。今、彼は祈っている。  

12アナニアという人が入って来て自分の上に手を置き、元どおり目が見えるようにしてくれる
のを、幻で見たのだ。」  

13 しかし、アナニアは答えた。「主よ、わたしは、その人がエルサレムで、あなたの聖なる者
たちに対して 



どんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。  

14 ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕らえるため、祭司長たちから権限を受けていま
す。」  

15すると、主は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわた
しの名を伝えるために、 

わたしが選んだ器である。  

16わたしの名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを、わたしは彼に示そう。」  

17そこで、アナニアは出かけて行ってユダの家に入り、サウロの上に手を置いて言った。 

「兄弟サウル、あなたがここへ来る途中に現れてくださった主イエスは、あなたが元どおり目

が見えるようになり、 

また、聖霊で満たされるようにと、わたしをお遣わしになったのです。」  

18すると、たちまち目からうろこのようなものが落ち、サウロは元どおり見えるようになった。 

そこで、身を起こして洗礼を受け、  

19食事をして元気を取り戻した。 

サウロは数日の間、ダマスコの弟子たちと一緒にいて、  

20すぐあちこちの会堂で、「この人こそ神の子である」と、イエスのことを宣べ伝えた。  

21 これを聞いた人々は皆、非常に驚いて言った。「あれは、エルサレムでこの名を呼び求め
る者たちを 

滅ぼしていた男ではないか。また、ここへやって来たのも、彼らを縛り上げ、祭司長たちのとこ

ろへ 

連行するためではなかったか。」  

22 しかし、サウロはますます力を得て、イエスがメシアであることを論証し、 

ダマスコに住んでいるユダヤ人をうろたえさせた。 

＊＊＊＊ 

本当にドラマチックな回心です。 

サウロはのちにパウロと名乗っていますが、サウロというのはヘブライ語の名前であり 

パウロはギリシャ語の同じ意味のある名前です。 

それは「救い主」のことをヘブライ語で「メシア」ギリシャ語で「キリスト」と呼ぶのと似ています

ね。 

 

1）迫害者サウロ 



1 さて、サウロはなおも主の弟子たちを脅迫し、殺そうと意気込んで、大祭司のところへ行
き、  

2ダマスコの諸会堂あての手紙を求めた。それは、この道に従う者を見つけ出したら、 

男女を問わず縛り上げ、エルサレムに連行するためであった。  

とありますから、かなりの勢いをもってキリストの道を歩む人たちを憎み、敵視し、滅ぼそうと

していたことが 

わかります。それは当時の彼にとっては正しいことだと理解していました。 

十字架にかけられ、罪人として死んだイエスを神としてあがめるなどもってのほかだと彼は考

えていたのです。 

 

2）光を受けて 

ところが旅の途中で大変なことが起こりました。眩い光の中でイエス様からの語りかけを聞く

のです。 

3 ところが、サウロが旅をしてダマスコに近づいたとき、突然、天からの光が彼の周りを照らし
た。  

4サウロは地に倒れ、「サウル、サウル、なぜ、わたしを迫害するのか」と呼びかける声を聞
いた。  

5「主よ、あなたはどなたですか」と言うと、答えがあった。「わたしは、あなたが迫害しているイ
エスである。  

6起きて町に入れ。そうすれば、あなたのなすべきことが知らされる。」  

キリストを信じて歩む人たちのことを「わたし」と同列におき、彼らの痛みを自分の痛みとして 

彼らの悲しみを自分の悲しみとして担い、受け止め、伴走しているイエスという方の大きな愛

と 

神の力、そして恵みにパウロは打たれたのです。 

 

3）アナニア 

サウロは目的地のダマスコに到着しますが、彼は目が見えず、苦悩の中にいました。今まで

の 

生き方や価値観がひっくり返るような出会いがあったからです。 

あの貧しい、貧相なキリストを信じている集団のことを「自分の出来事」として担っておられる

キリストに 

触れ、驚き、圧倒されたのです。 



そこにアナニアというイエス様の弟子が遣わされます。本来なら捕縛の対象者だったはずの

人が自分を 

助けにきてくれている、という事実にサウロは本当に驚いたと思います。 

そして勇気あるアナニアはサウロを温かく迎え、祈るのです。 

 

4）目が開かれて 

サウロの目からうろこのようなものが落ちて目が見えるようになり、食事もとって元気を取り戻

しさらに 

あの光の中で聞いたイエス様の声はまさに救い主であるイエス様の声だと信じ、彼はさっそく

洗礼を受け、外に出て 

人々にイエスこそ救い主であることを分かち合うのです。 

 

5）神様の意図するところ 

実はサウロには当初明確ではないかもしれませんが、アナニアに神様が伝えた大事なことが

ありました。 

アナニアに神様がサウロのところに行って祈るように命じた時、さすがのアナニアもちょっと戸

惑い、反発するのですが 

その時のイエス様の言葉がとても大切な内容をもっていました。 

12アナニアという人が入って来て自分の上に手を置き、元どおり目が見えるようにしてくれる
のを、幻で見たのだ。」  

13 しかし、アナニアは答えた。「主よ、わたしは、その人がエルサレムで、あなたの聖なる者
たちに対して 

どんな悪事を働いたか、大勢の人から聞きました。  

14 ここでも、御名を呼び求める人をすべて捕らえるため、祭司長たちから権限を受けていま
す。」  

15すると、主は言われた。「行け。あの者は、異邦人や王たち、またイスラエルの子らにわた
しの名を伝えるために、 

わたしが選んだ器である。  

16わたしの名のためにどんなに苦しまなくてはならないかを、わたしは彼に示そう。」  

サウロは福音を伝えるために特別な使命を託され、選ばれている人 

主のために苦しみが待っているということを知った上で、主のしもべとして生きていくことを期

待されている人 



働きの幅や内容は各人違いますが、思うに私たちも同じように「選び出されている」のだと思

います。 

生き方や言葉、態度を通してキリストの麗しさを証しするために選ばれているのです。 

また、同時に、喜びだけでなく苦しみをも賜っており、その苦しみの中でも、心の平静を保って 

生きることができるように試され、教えられ、整えられているのだと思います。 

パウロはフィリピの教会の人たちにこう書きました。 

フィリピの信徒への手紙 1章 

 29つまり、あなたがたには、キリストを信じることだけでなく、キリストのために苦しむことも、 

恵みとして与えられているのです。  

キリストのために苦しむことも恵みとして受け止める人生こそ、今、私たちが心にしっかり 

覚える必要のあるメッセージかもしれません。 

サウロの人生は苦難の人生でした。しかし、彼は教会にメッセージを書き送り続け、 

どこにいても、雄々しく福音を語り、神の愛を伝えました。 

＊＊＊ 

 

MACF礼拝映像はこちらです 

https://youtu.be/yC1HAg5f7Gk 
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